
 

とても暑かったり大雨が続いたりなど、きびしいお天気の多い夏がようやく落ち着き、朝夕はしの

ぎやすくなりました。２学期も暑い日々が続いていますが、子どもたちは健康に注意しながらチャレン

ジを始めています。 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんは「リエゾン‐こどものこころ診療所‐」という漫画をご存じでしょうか。今年の 1

月～3 月にテレビ朝日系列で山崎育三郎さん主演の連続ドラマとして放映されていたので、タ

イトルだけでも聞いたことがある人も多いかもしれません。ストーリーとしては児童精神科の

クリニックを舞台に、ヒロインである小児科の研修医、遠野志保が児童精神科のクリニックの

院長である佐山卓とともに様々な背景を持つ子どもたちと出会い、解決策に向き合っていくと

いうストーリーです。 

タイトルにある『リエゾン』という言葉は「連携・つなぐ」を意味するフランス語です。医師・

心理士などの精神医学の専門家が他の診療科と、さらに広義には教育・行政・福祉などと連携し

ながら、ひとつのチームとして総合的な医療サービスをおこなうことをリエゾン精神医学とい

います。この漫画でも主人公の精神科医以外に、臨床心理士や看護師、言語聴覚士、ケースワー

カーや教員といった様々な職種の人々と連携して問題の解決に向かっていきます。 

 最近は「チーム学校」という、学校現場で教員以外にも多様な専門性を持つ人材が連携、協働

していくといった取り組みが注目されています。私たち創造活動も様々な職種のスタッフがこ

の漫画のように連携して子どもたちの活動をサポートしています。創造活動係のスタッフの他

にも指導員の先生や学生カウンセラー、学校の先生などとも連携しながら、どうすれば子ども

たちにより良いサポートをすることができるか日々考えながら取り組んでいます。  

似たような言葉では「リエゾン」よりも「コラボ」という言葉の方が聞きなじみがあるかもし

れません。「コラボレーション」の語源は協力、共同制作など意味する英語から来ています。「リ

エゾン」とは少し違う意味合いで使われていますが、様々な人が協力するという部分では似て

います。最近オープンした庄内コラボセンター（ショコラ）は「南部地域がまとまる、つなが

る、元気になる」という理念のもと、公募され、正式名称と愛称が決定しました。（創造活動は

ショコラで「まなびの場」という取り組みを始めました。） 

創造活動では保護者の方とも連携して子どもたちを支えていきたいと思っています。また、

保護者全体懇談会など、つながることができる行事を企画していますので時間があれば参加し

ていただければと思います。 
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乗馬 ６月２３日(金)  

  服部緑地の乗馬センターに行って来ました。初めての参加で堂々と乗馬する子や何度か経験が

あって馬に手を触れるほど余裕がある子もいました。歩く・止まる・少し早く歩く練習をしまし

たが、みんな背筋を伸ばして美しい乗馬姿を見せてくれました。最後にご褒美の人参を 1人ずつ 

   手であげて終えました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

10 月・11 月の活動予定  

 10月 ６日(金) 体を動かそう（豊中少年野球場）         

10 月１３日(金) 体を動かそう（豊島体育館） 

10月１４日(土) 保護者講演会 ※ 

1０月２０日(金) 館外活動 

10月２７日(金) 乗馬（乗馬センター） 

1１月 １日(水) 交流会（午後） 

11月 ４日(土) 保護者全体懇談会 1０時～ 

( 豊中市立青少年交流文化館いぶき ) 

11 月 9 日（木）・10 日（金） 宿泊体験活動（曾爾高原）  

11月 1４日(火)～12月1６日(土) 個人懇談 

11月 24日(金) 体を動かそう（豊島体育館） 

11月 29日(水) フラワーアレンジメント（午後） 

12月 ８日(金) ２学期終わりの会・活動終了 

２学期はじまりの会 ８月１８日(金)   

 １４名の子どもたちがはじまりの会に参加しました。それぞれ夏休みをふり返り、2学期から

の登校や登館を確認しました。また、自分自身の中でふり返るだけでなく、グループに分かれて

夏休みの出来事を共有しました。久しぶりに仲間と会い、楽しい時間を過ごすことができました。

それぞれのペースで２学期も頑張りましょう！ 

※保護者講演会  

日時：10月１４日(土)14時 30分～16時  

場所：教育センター ６F 

内容：「不登校理解について」 

     ～子どもへの接し方を中心に～ 

講師：こども心身医療研究所 臨床心理士 公

認心理師 

※先着 6０名の定員に達したため締め切りま

した。後日、オンデマンド配信を予定してい

ます。 

 

  

      

１学期終わりの会 ７月７日(金) 

 ２１名の子どもたちが参加し、作文を書いて１学期の振り返り面談をしました。面談の待ち

時間に自分たちでカードゲームを作り、そのゲームをして盛り上がりました。初めて参加する

子どもが多く、緊張した表情の人もいましたが、子どもたちや学生カウンセラーさんの協力も

あり、賑やかな雰囲気が生まれて、子どもたち同士で交流を図ることができました。 

 

 

SNS 講習 ９月１日（金）                

 大阪府警の方が主催する SNS 講習があ

りました。普段、金曜日に活動していない

子も含め、１２名の子どもたちが参加しま

した。 

 便利ではあるが、危険性もある SNSで

起こったトラブルを中心にお話を聴きま

した。トラブルの元になったものは、メッ

セージ入力や写真といった、誰もが利用す

るツールでした。 

 すでにこういったトラブルがあること

を知っていた子も知らなかった子も、

SNS と向き合う良い機会になりました。 

館外活動 ９月８日（金）                

 阪急電車と大阪モノレールを乗り継いで万博記

念公園にある民族学博物館へ行ってきました。13

名の参加がありました。館内はグループに分かれ、

世界の人々の暮らしぶりの展示を見たり、ワークシ

ートに記入したりしました。時間が足りず、見学時

間を 20分延長しました。 

 おやつ交換や芝生広場でのレクリ 

エーションなどいつもとは違う活動に 

笑顔もたくさん見られました。 

  

 

 

 


